
               
  

＜学校教育目標＞「思いやりのある子 進んで考え学び合う子 健康でたくましい子」   
＜１１月の生活目標＞「体をきたえよう」                 令和７年１０月３１日（金） 
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各地から紅葉のたよりがちらほら聞かれるようになりました。校庭の桜の木も冬支度を始めてお

り、秋の深まりを感じています。１０月は、３年生の社会科見学、６年生の修学旅行や５年生の宿泊

学習などがありました。１１月もスリーデーマーチや市内音楽会、社会科見学、芸術鑑賞会などの行

事が続きます。引き続き、ご家庭における体調管理をよろしくお願いいたします。 
さて、今月は「MOTTAINAI（もったいない）」という話題です。実は「もった

いない」という言葉は世界でも通用します。広めたのは、アフリカのケニア出身

の女性、ワンガリ・マータイさんです。マータイさんは政治家で、環境保護活動

家でもありノーベル平和賞を受賞した方です。２００５年に来日した際、日本語

の「もったいない」の言葉の意味に大変感銘を受け、広めたいと思ったそうです。 
「もったいない」とは、まだ役に立つのに捨ててしまったり、使わずにそのままにしたりする等、

物が無駄になっている状態を戒める意味で使われます。私達の会話の中にも比較的多く使われる言

葉です。４年生が社会で学習する「３R（リデュース、リユース、リサイクル）や６年生が５年生の

時に総合的な学習で学習した「SDGｓ」とも関連します。 
マータイさんが世界に広めるために各国の言葉を調べたところ、世界のどの国にも「もったいな

い」のように、自然や物に対する敬意や愛情、尊敬（リスペクト）などの思いが込められているよ

うな言葉が他に見つかりませんでした。リデュース、リユース、リサイクル、リスペクトの概念を

一語で表せる言葉も見つかりませんでした。そこで、「MOTTAINAI（もったいない）をそのまま、

「世界共通の言葉」として広めるべく「もったいない運動」を推進しました。 
 地球温暖化、海洋汚染、食糧自給率、PM２．５、エネルギー問題などの様々な環境課題に直面し

ています。今後、より一層の地球規模での環境への配慮が求められてくるでしょう。節電や節水だけ

でなく、省エネルギー、脱炭素といったキーワードも取組のポイントとなると考えます。 
先日、たまたま見かけた光景を紹介します。休み時間が終わり、運動場から校舎内に入ってくる児

童が、水が出しっぱなしになっている蛇口を見つけ、すぐに蛇口をひねって水を止めていました。誰

かに言われることもなく、自然と行動に移していた姿に感銘しました。また、ある児童は、私が運動

場のごみ拾いをしていると一緒に行動して拾ってくれました。さらには、アルミ缶回収箱が満杯に

なったため、缶をつぶしてビニル袋に分ける活動を進んで取り組んでくれた児童もいました。 
直接「もったいない運動」には繋がらないかも知れませんが、誰かのために心と体を動かしている

新宿小の子供達の心の温かさや豊かさに、あらためて感動しました。今後も、身近な所で、できるこ

とから「MOTTAINAI（もったいない）」を進めていけると良いと感じました。ご家庭でも話題にし

てみてください。 
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